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４．まとめ
　展示期間中は、本当に多くの来場者があり、学部間の
教育交流に興味を示す方が多くいた。またペルトネンが
平成15（2003）年頃に文部科学省在外研究員としてラ
ハティ応用科学大学（当時はポリテクニク）に滞在して
いた時の学生の来場もあった。このことは双方の学部に
おける継続した教育交流の重要性を改めて実感する機会
になった。また外国で芸術文化学部の教育を紹介する機
会を得て改めて感じたことは、本学部の教育や研究に関
する英語化された情報の少なさである。本学部に興味を
持ってくれた来場者からの質問の多くに、「展示されて
いること以上の情報が、学部HPに英語情報として掲載さ
れているのですよね？」ということであった。国際間の
教育連携のためにも、学部としてどのように国際化を図
るのか、これからの課題になると思われた。
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写真３　展示を見学する来場者の様子
写真１　展示会場オープニングセレモニー
写真２　展示会場の様子
